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エ
ン
ジ
ン
を
運
転
さ
せ
る
と
ス
ラ
ッ

ジ
等
の
不
純
物
が
発
生
し
、
エ
ン
ジ
ン

オ
イ
ル
は
汚
れ
て
い
き
ま
す
。
不
純
物

が
混
入
し
た
状
態
だ
と
、
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
の
潤
滑
能
力
が
弱
ま
り
、
エ
ン
ジ

ン
の
摩
耗
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
経
年
劣
化
で
酸
化

し
、
ス
ラ
ッ
ジ
の
発
生
で
汚
れ
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
汚
れ
を
ろ

過
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
保
護
す
る
の
が
オ

イ
ル
フ
ィ
ル
タ
に
な
り
ま
す
。

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

と
同
時
交
換
を

　

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
指
定
し
た
距
離
・
期
間
ご
と
の

交
換
が
必
要
で
す
。

　

但
し
、
近
所
の
買
い
物
が
中
心
で
使

用
さ
れ
て
い
る
等
、
水
温
・
油
温
が
上

が
り
切
ら
な
い
状
況
で
の
走
行
が
多
い

場
合
、
自
動
車
に
と
っ
て
シ
ビ
ア
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
交
換
時
期
の
距

離
・
期
間
も
短
く
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
多
く
の
整
備
工
場
や
カ
ー
デ

ィ
ー
ラ
ー
で
は
「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交

換
2
回
に
1
回
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
を
交

換
す
る
」
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
の
中
に
は
、
約
7
％

以
上
の
交
換
前
の
汚
れ
た
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

汚
れ
た
オ
イ
ル
は
、
新
し
い
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
の
劣
化
を
早
め
て
し
ま
い
ま

す
の
で
「
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
と
同
時
交
換
」が
必
要
で
す
。
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自
動
車
に
は
各
種
フ
ィ
ル
タ
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ル
タ
は
使
用

し
続
け
る
と
目
詰
ま
り
等
が
発
生
し
、

従
来
の
性
能
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
、
エ
ア

フ
ィ
ル
タ
と
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
適

正
な
交
換
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
、
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
と
同
時
に
交
換
を

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
と
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ

　

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
、
エ
ン
ジ
ン
内

を
循
環
し
、
エ
ン
ジ
ン
内
の
部
品
の
金

属
同
士
が
過
度
に
摩
擦
を
起
こ
し
、
運

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
消
費
す
る
こ

と
を
防
ぐ〝
潤
滑
〞の
作
用
だ
け
で
な
く
、

循
環
す
る
こ
と
で
、
高
温
に
な
る
エ
ン

ジ
ン
内
の
熱
を
吸
収
す
る
〝
冷
却
〞
や
、

〝
防
錆
〞〝
緩
衝
〞〝
密
封
〞
の
５
つ
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。
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適
正
な
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
で
、快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
実
現

　

少
子
化
の
流
れ
が
止
ま
ら
な
い
。
２
０

２
４
年
国
内
の
出
生
者
数
が
70
万
人
を
割

っ
た
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
１
０
０
万
人

割
れ
か
ら
、
ま
だ
九
年
し
か
た
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
一
人
の
女
性
が
一
生
涯
に
産

む
子
供
の
数
に
相
当
す
る
合
計
出
生
率
は
、

過
去
最
低
だ
っ
た
前
年
の
1
・
20
を
大
幅

に
下
回
る
1
・
15
と
な
る
と
見
通
さ
れ
て

い
る
▼
政
府
は
30
年
以
上
も
各
種
の
少
子

化
対
策
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
だ
が
、
目

に
見
え
る
効
果
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
考

え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
▼
日
本
は
、
典
型
的

な
「
低
出
産
率
の
罠
」
に
陥
っ
て
い
る
―
。

英
国
の
人
口
学
者
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
ド

は
近
著
『
人
口
は
未
来
を
語
る
』（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
）
で
少
子
化
が
進
む
日
本
を
そ
う

分
析
し
た
。「
罠
」
と
は
出
生
率
が
低
下

す
る
と
子
供
を
持
つ
こ
と
意
識
や
価
値
観

が
変
わ
り
、
さ
ら
に
低
出
産
率
を
招
く
こ

と
を
指
す
▼
そ
の
一
方
で
高
齢
化
か
確
実

に
進
む
。
２
０
２
４
年
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
に
達
し
、
国
民
の
６
人
に
１
人

が
75
歳
以
上
と
い
う
計
算
に
な
る
。
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
者
と
な
る
２
０
４

２
年
に
は
高
齢
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
総
人
口
も
２
０
１

５
年
１
億
２
７
０
０
万
人
が
40
年
後
に
は

９
０
０
０
万
を
下
回
り
、
１
０
０
年
た
た

な
い
う
ち
に
５
０
０
０
万
人
ほ
ど
に
減
る

▼
人
口
動
態
の
変
化
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
与
え

る
影
響
で
即
座
に
思
い
つ
く
こ
と
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
縮
小
と
人
手
不
足
だ
。
と
り
わ

け
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
死
活
問
題
と
な
る
。
今

後
の
日
本
は
実
人
数
が
減
る
以
上
に
高
齢

消
費
者
の
増
加
に
よ
り
消
費
量
が
落
ち
込

む
ダ
ブ
ル
縮
小
に
見
舞
わ
れ
る
。
こ
れ
を

踏
ま
え
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　

 

（
斉
藤
修
一
）
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直
到

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、
清
掃
で
は

な
く
、
適
正
な
交
換
を

　

エ
ン
ジ
ン
は
、
燃
料
と
空
気
の
混
合

気
が
必
要
で
す
。
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、

取
り
込
む
外
気
よ
り
土
や
砂
、
チ
リ
等

の
ダ
ス
ト
を
取
り
除
き
、
エ
ン
ジ
ン
内

部
へ
異
物
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。

　

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を
使
用
し
続
け
る
と

目
詰
ま
り
を
起
こ
し
、
空
気
量
が
減
り

エ
ン
ジ
ン
の
出
力
低
下
を
招
き
ま
す
。

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
種
類
（
湿
式
・
乾
式
）

　

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
に
は
、
ビ
ス
カ
ス
タ

イ
プ
（
湿
式
）
と
、ド
ラ
イ
タ
イ
プ
（
乾

式
）
が
あ
り
ま
す
。

【
ビ
ス
カ
ス
タ
イ
プ（
湿
式
）】

ろ
紙
に
ビ
ス
カ
ス
油
を
塗
布

し
た
も
の
で
、
ろ
材
表
面
で

ダ
ス
ト
を
捕
捉
し
、
捕
捉
さ

れ
た
ダ
ス
ト
に
ビ
ス
カ
ス
油

が
移
行
し
て
そ
れ
が
フ
ィ
ル

タ
層
に
な
り
、
更
に
ダ
ス
ト

を
捕
捉
し
て
い
く
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
層
と
な
り
ま
す
。

当
社
の
ビ
ス
カ
ス
タ
イ
プ
の

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
に
塗
布
す
る

ビ
ス
カ
ス
油
は
、
各
種
の
油

を
混
合
し
た
独
自
の
ビ
ス
カ

ス
油
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
ド
ラ
イ
タ
イ
プ
（
乾
式
）】

ド
ラ
イ
タ
イ
プ
の
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
に
は
、
ろ
紙
表
面
で
砂

や
埃
等
の
ダ
ス
ト
を
ろ
過
す

る
〝
ろ
紙
タ
イ
プ
〞
と
、
厚

み
の
あ
る
ろ
紙
内
部
で
ダ
ス

ト
を
吸
着
さ
せ
る
〝
不
織
布

タ
イ
プ
〞
が
あ
り
ま
す
。

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
を
怠
る
と

　

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を
交
換
し
な
い
と
、

ろ
紙
が
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
、
エ
ン
ジ

ン
へ
十
分
な
空
気
を
送
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
う
な
る
と
エ
ン
ジ
ン
の
レ
ス
ポ

ン
ス
が
悪
く
な
り
、
ア
ク
セ
ル
を
余
計

に
踏
み
込
み
燃
費
の
悪
化
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
料
が
不
完
全
燃
焼
し
、
排

気
ガ
ス
中
の
有
害
成
分
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
タ
イ
プ
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を

使
用
さ
れ
て
い
る
と
、
エ
ア
ガ
ン
清
掃

等
で
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
表
面
の
ダ
ス
ト
を
清
掃

し
て
も
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
性
能
は
徐
々

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
整
備
手
帳
に

示
さ
れ
た
走
行
距
離
・
期
間
に
て
定
期

的
に
交
換
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
（
キ
ャ
ビ

ン
フ
ィ
ル
タ
）
の
適
正
な
交
換

で
、
車
内
空
間
を
快
適
に

　

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
は
、
2
0
0
0

年
頃
よ
り
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
標

準
装
備
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
比
較
的
新

し
い
フ
ィ
ル
タ
に
な
り
ま
す
。

　

チ
リ
や
埃
、
花
粉
等
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
エ
ア
コ
ン
内
部
の
汚
れ
を
防
ぎ
、
エ

ア
コ
ン
の
風
量
と
車
内
空
間
を
快
適
に

保
ち
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
役
割

　

エ
ア
コ
ン
内
部
の
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー

は
、
冷
房
使
用
時
に
結
露
す
る
た
め
、

カ
ビ
や
雑
菌
が
繁
殖
し
悪
臭
の
原
因
や
、

汚
れ
が
付
着
し
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
風

量
が
低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
は
、
エ
ア
コ
ン

内
に
侵
入
す
る
チ
リ
や
埃
等
の
ダ
ス
ト

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
の

目
詰
ま
り
を
防
ぐ
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。

1
年
ま
た
は
1
5
0
0
0
㎞
で
交
換
を

　

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
を
使
用
し
つ
づ

け
る
と
、
ろ
紙
表
面
に
多
く
の
ゴ
ミ
や

虫
等
を
捕
捉
す
る
た
め
、
汚
れ
た
フ
ィ

ル
タ
自
体
が
臭
い
の
発
生
源
に
な
り
ま

す
。

　

更
に
、
ろ
過
性
能
が
低
下
し
、
エ
バ

ポ
レ
ー
タ
ー
に
も
汚
れ
が
付
着
し
や
す

く
な
り
、
目
詰
ま
り
に
よ
る
風
量
の
低

下
、
カ
ビ
や
雑
菌
の
増
殖
に
よ
る
悪
臭

の
発
生
や
、
除
湿
性
能
の
低
下
に
よ
り

ガ
ラ
ス
が
曇
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
社
で
は
「
取
付
後
、

1
年
間
ま
た
は
1
5
0
0
0
㎞
」
を
目

安
に
交
換
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。

更
に
快
適
な
車
内
空
間
の
維
持

　

当
社
で
は
、「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
様
々
な
ダ
ス
ト
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、〝
脱

臭
〞〝
防
カ
ビ
〞
や
〝
抗
ウ
イ
ル
ス
〞

効
果
等
の
機
能
を
付
加
し
た
商
品
も
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
タ
機
能
モ
デ
ル
図

エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

p
l
u
s

当
社
商
品
「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
」
は
、〝
除
塵
効
果
・
P
M
2
・

5
対
策
〞、〝
脱
臭
効
果
〞〝
防
カ
ビ
・

抗
菌
効
果
〞
と
〝
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
〞

を
併
せ
持
っ
た
多
機
能
タ
イ
プ
に
な
り

ま
す
。

厚
層
不
織
布
に
抗
菌
剤
や
銀
イ
オ
ン
を

使
用
し
、
ろ
材
に
付
着
し
た
カ
ビ
・
菌

等
の
繁
殖
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑
制
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
特
殊
活
性
炭
を
配
合
し
悪
臭
を

抑
え
ま
す
。

エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

f
i
n
e

当
社
商
品
「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ｆ
ｉ

ｎ
ｅ
」
は
、
除
塵
効
果
・
P
M
2
・
5

対
策
に
特
化
し
価
格
も
抑
え
た
商
品
に

な
り
ま
す
。

繊
維
径
が
細
か
い
メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
不
織

布
の
採
用
に
よ
り
、
チ
リ
や
埃
は
も
ち

ろ
ん
花
粉
等
も
キ
ャ
ッ
チ
い
た
し
ま
す
。

エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 
ユ
ニ
サ
ー
ド

「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ユ
ニ
サ
ー
ド
」
は
、

2
0
2
0
年
よ
り
発
売
開
始
し
た
商
品

で
機
能
を
〝
除
塵
効
果
・
P
M
2
・
5

対
策
〞〝
脱
臭
効
果
〞
と
〝
防
カ
ビ
・

抗
菌
効
果
〞
の
3
つ
の
効
果
に
絞
り
、

車
種
ご
と
に
異
な
る
価
格
を
統
一
価
格

に
し
た
商
品
と
な
り
ま
す
。
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エ
ン
ジ
ン
を
運
転
さ
せ
る
と
ス
ラ
ッ

ジ
等
の
不
純
物
が
発
生
し
、
エ
ン
ジ
ン

オ
イ
ル
は
汚
れ
て
い
き
ま
す
。
不
純
物

が
混
入
し
た
状
態
だ
と
、
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
の
潤
滑
能
力
が
弱
ま
り
、
エ
ン
ジ

ン
の
摩
耗
の
原
因
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
経
年
劣
化
で
酸
化

し
、
ス
ラ
ッ
ジ
の
発
生
で
汚
れ
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
汚
れ
を
ろ

過
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
保
護
す
る
の
が
オ

イ
ル
フ
ィ
ル
タ
に
な
り
ま
す
。

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

と
同
時
交
換
を

　

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
指
定
し
た
距
離
・
期
間
ご
と
の

交
換
が
必
要
で
す
。

　

但
し
、
近
所
の
買
い
物
が
中
心
で
使

用
さ
れ
て
い
る
等
、
水
温
・
油
温
が
上

が
り
切
ら
な
い
状
況
で
の
走
行
が
多
い

場
合
、
自
動
車
に
と
っ
て
シ
ビ
ア
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
交
換
時
期
の
距

離
・
期
間
も
短
く
な
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
多
く
の
整
備
工
場
や
カ
ー
デ

ィ
ー
ラ
ー
で
は
「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交

換
2
回
に
1
回
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
を
交

換
す
る
」
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
の
中
に
は
、
約
7
％

以
上
の
交
換
前
の
汚
れ
た
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

汚
れ
た
オ
イ
ル
は
、
新
し
い
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
の
劣
化
を
早
め
て
し
ま
い
ま

す
の
で
「
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
と
同
時
交
換
」が
必
要
で
す
。

　

自
動
車
に
は
各
種
フ
ィ
ル
タ
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ィ
ル
タ
は
使
用

し
続
け
る
と
目
詰
ま
り
等
が
発
生
し
、

従
来
の
性
能
を
発
揮
で
き
な
く
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
、
エ
ア

フ
ィ
ル
タ
と
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
適

正
な
交
換
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
は
、
エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
と
同
時
に
交
換
を

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
と
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ

　

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
、
エ
ン
ジ
ン
内

を
循
環
し
、
エ
ン
ジ
ン
内
の
部
品
の
金

属
同
士
が
過
度
に
摩
擦
を
起
こ
し
、
運

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
消
費
す
る
こ

と
を
防
ぐ〝
潤
滑
〞の
作
用
だ
け
で
な
く
、

循
環
す
る
こ
と
で
、
高
温
に
な
る
エ
ン

ジ
ン
内
の
熱
を
吸
収
す
る
〝
冷
却
〞
や
、

〝
防
錆
〞〝
緩
衝
〞〝
密
封
〞
の
５
つ
の

役
割
が
あ
り
ま
す
。
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エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、
清
掃
で
は

な
く
、
適
正
な
交
換
を

　

エ
ン
ジ
ン
は
、
燃
料
と
空
気
の
混
合

気
が
必
要
で
す
。
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
は
、

取
り
込
む
外
気
よ
り
土
や
砂
、
チ
リ
等

の
ダ
ス
ト
を
取
り
除
き
、
エ
ン
ジ
ン
内

部
へ
異
物
侵
入
を
防
ぎ
ま
す
。

　

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を
使
用
し
続
け
る
と

目
詰
ま
り
を
起
こ
し
、
空
気
量
が
減
り

エ
ン
ジ
ン
の
出
力
低
下
を
招
き
ま
す
。

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
種
類
（
湿
式
・
乾
式
）

　

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
に
は
、
ビ
ス
カ
ス
タ

イ
プ
（
湿
式
）
と
、ド
ラ
イ
タ
イ
プ
（
乾

式
）
が
あ
り
ま
す
。

【
ビ
ス
カ
ス
タ
イ
プ（
湿
式
）】

ろ
紙
に
ビ
ス
カ
ス
油
を
塗
布

し
た
も
の
で
、
ろ
材
表
面
で

ダ
ス
ト
を
捕
捉
し
、
捕
捉
さ

れ
た
ダ
ス
ト
に
ビ
ス
カ
ス
油

が
移
行
し
て
そ
れ
が
フ
ィ
ル

タ
層
に
な
り
、
更
に
ダ
ス
ト

を
捕
捉
し
て
い
く
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
層
と
な
り
ま
す
。

当
社
の
ビ
ス
カ
ス
タ
イ
プ
の

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
に
塗
布
す
る

ビ
ス
カ
ス
油
は
、
各
種
の
油

を
混
合
し
た
独
自
の
ビ
ス
カ

ス
油
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

【
ド
ラ
イ
タ
イ
プ
（
乾
式
）】

ド
ラ
イ
タ
イ
プ
の
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
に
は
、
ろ
紙
表
面
で
砂

や
埃
等
の
ダ
ス
ト
を
ろ
過
す

る
〝
ろ
紙
タ
イ
プ
〞
と
、
厚

み
の
あ
る
ろ
紙
内
部
で
ダ
ス

ト
を
吸
着
さ
せ
る
〝
不
織
布

タ
イ
プ
〞
が
あ
り
ま
す
。

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
を
怠
る
と

　

エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を
交
換
し
な
い
と
、

ろ
紙
が
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
、
エ
ン
ジ

ン
へ
十
分
な
空
気
を
送
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
う
な
る
と
エ
ン
ジ
ン
の
レ
ス
ポ

ン
ス
が
悪
く
な
り
、
ア
ク
セ
ル
を
余
計

に
踏
み
込
み
燃
費
の
悪
化
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
料
が
不
完
全
燃
焼
し
、
排

気
ガ
ス
中
の
有
害
成
分
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
タ
イ
プ
の
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
を

使
用
さ
れ
て
い
る
と
、
エ
ア
ガ
ン
清
掃

等
で
長
期
間
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
表
面
の
ダ
ス
ト
を
清
掃

し
て
も
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
の
性
能
は
徐
々

に
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
整
備
手
帳
に

示
さ
れ
た
走
行
距
離
・
期
間
に
て
定
期

的
に
交
換
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
（
キ
ャ
ビ

ン
フ
ィ
ル
タ
）
の
適
正
な
交
換

で
、
車
内
空
間
を
快
適
に

　

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
は
、
2
0
0
0

年
頃
よ
り
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
標

準
装
備
化
が
ス
タ
ー
ト
し
た
比
較
的
新

し
い
フ
ィ
ル
タ
に
な
り
ま
す
。

　

チ
リ
や
埃
、
花
粉
等
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
エ
ア
コ
ン
内
部
の
汚
れ
を
防
ぎ
、
エ

ア
コ
ン
の
風
量
と
車
内
空
間
を
快
適
に

保
ち
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
の
役
割

　

エ
ア
コ
ン
内
部
の
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー

は
、
冷
房
使
用
時
に
結
露
す
る
た
め
、

カ
ビ
や
雑
菌
が
繁
殖
し
悪
臭
の
原
因
や
、

汚
れ
が
付
着
し
目
詰
ま
り
を
起
こ
し
風

量
が
低
下
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
は
、
エ
ア
コ
ン

内
に
侵
入
す
る
チ
リ
や
埃
等
の
ダ
ス
ト

を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
の

目
詰
ま
り
を
防
ぐ
と
い
う
役
割
が
あ
り

ま
す
。

1
年
ま
た
は
1
5
0
0
0
㎞
で
交
換
を

　

エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
を
使
用
し
つ
づ

け
る
と
、
ろ
紙
表
面
に
多
く
の
ゴ
ミ
や

虫
等
を
捕
捉
す
る
た
め
、
汚
れ
た
フ
ィ

ル
タ
自
体
が
臭
い
の
発
生
源
に
な
り
ま

す
。

　

更
に
、
ろ
過
性
能
が
低
下
し
、
エ
バ

ポ
レ
ー
タ
ー
に
も
汚
れ
が
付
着
し
や
す

く
な
り
、
目
詰
ま
り
に
よ
る
風
量
の
低

下
、
カ
ビ
や
雑
菌
の
増
殖
に
よ
る
悪
臭

の
発
生
や
、
除
湿
性
能
の
低
下
に
よ
り

ガ
ラ
ス
が
曇
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
社
で
は
「
取
付
後
、

1
年
間
ま
た
は
1
5
0
0
0
㎞
」
を
目

安
に
交
換
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。

更
に
快
適
な
車
内
空
間
の
維
持

　

当
社
で
は
、「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
様
々
な
ダ
ス
ト
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、〝
脱

臭
〞〝
防
カ
ビ
〞
や
〝
抗
ウ
イ
ル
ス
〞

効
果
等
の
機
能
を
付
加
し
た
商
品
も
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ィ
ル
タ
機
能
モ
デ
ル
図

エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

p
l
u
s

当
社
商
品
「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ｐ
ｌ

ｕ
ｓ
」
は
、〝
除
塵
効
果
・
P
M
2
・

5
対
策
〞、〝
脱
臭
効
果
〞〝
防
カ
ビ
・

抗
菌
効
果
〞
と
〝
抗
ウ
イ
ル
ス
効
果
〞

を
併
せ
持
っ
た
多
機
能
タ
イ
プ
に
な
り

ま
す
。

厚
層
不
織
布
に
抗
菌
剤
や
銀
イ
オ
ン
を

使
用
し
、
ろ
材
に
付
着
し
た
カ
ビ
・
菌

等
の
繁
殖
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑
制
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
特
殊
活
性
炭
を
配
合
し
悪
臭
を

抑
え
ま
す
。

エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

f
i
n
e

当
社
商
品
「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ｆ
ｉ

ｎ
ｅ
」
は
、
除
塵
効
果
・
P
M
2
・
5

対
策
に
特
化
し
価
格
も
抑
え
た
商
品
に

な
り
ま
す
。

繊
維
径
が
細
か
い
メ
ル
ト
ブ
ロ
ー
不
織

布
の
採
用
に
よ
り
、
チ
リ
や
埃
は
も
ち

ろ
ん
花
粉
等
も
キ
ャ
ッ
チ
い
た
し
ま
す
。

エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ユ
ニ
サ
ー
ド

「
エ
ア
ク
リ
ィ
ー
ズ 

ユ
ニ
サ
ー
ド
」
は
、

2
0
2
0
年
よ
り
発
売
開
始
し
た
商
品

で
機
能
を
〝
除
塵
効
果
・
P
M
2
・
5

対
策
〞〝
脱
臭
効
果
〞
と
〝
防
カ
ビ
・

抗
菌
効
果
〞
の
3
つ
の
効
果
に
絞
り
、

車
種
ご
と
に
異
な
る
価
格
を
統
一
価
格

に
し
た
商
品
と
な
り
ま
す
。

（
資
料
提
供
） 

　
明
治
産
業
株
式
会
社



　

今
年
も
猛
暑
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

エ
ア
コ
ン
関
係
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社
の
注
射
器
タ
イ
プ
の
エ
ア
コ
ン
漏

れ
止
め
・
防
止
剤
と
オ
イ
ル
添
加
剤
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
注
射
器
タ
イ
プ

の
注
入
方
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
作
業
性

が
格
段
に
向
上
し
、
誤
注
入
も
防
ぐ
事
が

出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
３
４
ａ
／
１
２

３
４
ｙ
ｆ
兼
用
な
の
で
、
車
種
を
問
わ
ず

利
用
で
き
ま
す
。

　

施
工
方
法
は
、
低
圧
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
、

専
用
カ
ブ
ラ
ー
取
付
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

エ
ア
コ
ン
設
定
し
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
１
分

ほ
ど
し
ま
す
。
注
射
器
を
カ
プ
ラ
ー
に
接

続
し
て
溶
剤
を
注
入
。
カ
プ
ラ
ー
を
外
し

て
10
分
〜
15
分
ア
イ
ド
リ
ン
グ
し
て
終
了

で
す
。

　

純
正
採
用
も
さ
れ
て
い
る
機
能
性
・
安

全
性
が
高
い
漏
れ
止
め
剤
と
冷
風
温
度
を

３
度
下
げ
る
冷
却
能
力
向
上
の
オ
イ
ル
添
加
剤
。
こ
の
夏
一
度
試
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
望
月　

剛
）

　

日
本
料
理
は
素
材
に

手
を
余
り
加
え
ず
選
ば

れ
た
素
材
そ
の
も
の
の

風
味
の
よ
さ
を
引
き
立

た
せ
る
素
朴
な
調
理
法

が
尊
重
さ
れ
、
彩
り
を

出
し
素
材
の
持
ち
味
を

引
き
出
す
た
め
に
味
付

け
の
調
理
前
に
素
材
の

下
処
理
に
手
間
暇
を
か

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
四
季

を
味
わ
う
旬
の
極
み
に

は
器
ひ
と
つ
に
も
心
を
こ
め
た
技
の
至
上

で
す
。

　

店
構
え
は
落
ち
着
い
た
格
子
戸
や
板
張

り
の
デ
ザ
イ
ン
が
印
象
的
な
和
風
平
屋
建

て
で
客
室
も
落
ち
着
い
た
和
モ
ダ
ン
な
内

装
で
カ
ウ
ン
タ
ー
９
席
、
大
広
間
も
あ
り

色
々
な
食
事
会
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

食
事
は
四
季
折
々
の
活
魚
や
煮
魚
、
お

刺
身
な
ど
の
本
格
日
本
料
理
で
す
。
私
が

感
動
し
た
の
は
店
主
の
自
家
製

か
ら
す
み
で
す
。

　

適
度
な
塩
味
で
炙
り
に
よ
り

香
ば
し
さ
も
あ
り
お
酒
に
す
ご

く
相
性
が
よ
く
コ
ー
ス
料
理
の

中
、
珍
味
で
も
し
っ
か
り
と
存

在
感
が
あ
り
、
お
持
ち
帰
り
し

た
い
と
思
え
る
ほ
ど
絶
品
で
し

た
。

　

ま
た
、
コ
ー
ス
料
理
全
般
の

料
理
の
質
や
鮮
度
が
高
く
か
ら

す
み
だ
け
で
は
な
く
コ
ー
ス
料

理
を
楽
し
め
る
日
本
料
理
で
す
。

（
布
施
茂
雄
）
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2025
SUMMERCOLUMN

地
元
の
美
味
し
い
も
の

広島県

日
本
料
理 

き
っ
ち
ょ
う「
割
主
烹
従
」

autohands meeting report2025
SUMMERREPORT
例会便り 5th

Meeting

VOLUME 58Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

注射器型エアコンケミカル
リークプロテクター／エアコンチューンエボルーション  PAG／POE

　令和７年５月
28日㈬オートハ
ンズ５月例会を広
島県の福山ニュー
キャッスルホテル
にて開催いたしま
した。
　例会では、花ケ
崎会長より若者の
考え方に合うおす
すめの書籍の話題、

森氏の著書の紹介から始まり、アメリカ　ト
ランプ政権下の貿易摩擦の緩和、株価の上昇
などについてお話されました。続いて各委員
会報告では経営研究委員会からスキルアップ
シートに関して活用している会員あり他の会
員も活用してみてはどうかと研究のテーマと
して話し合いました。他の委員会報告の後、
各社会員の近況報告が行われ、6月の総会の
案内があり閉会となりました。

（黒川　毅）

か

っ

し

ゅ

ほ

う

じ

ゅ

う

PA22
注射器型134a
低圧カプラー

PA23
注射器型1234yf
低圧カプラー



当社はフィルター製造の専門メーカーとして
自動車用、建設機械用、工作機械用、
純水装置用、クリーニング用など

さまざまな分野で社会に貢献しています。

営業所／旭川・札幌・仙台・盛岡・郡山・足立・江東・多摩
　　　　日本橋・大阪・岡山・福岡・熊本・鹿児島・沖縄

本社・工場　〒367ー0223
埼玉県本庄市児玉町田端390
  TEL 0495ー72ー3131㈹
  FAX 0495ー72ー3554

アルプス工業株式会社
代理店

株式会社 アクセス

世
界
遺
産
・
せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き

斎
場
御
嶽

　「
聖
地
の
島
」
と
も
呼
ば
れ
、
数
多

く
の
聖
地
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在

す
る
沖
縄
。 

そ
の
中
で
も
格
式
の
高
い

沖
縄
県
南
部
に
あ
る
聖
地
、
世
界
遺
産

「
斎
場
御
嶽
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
御
嶽
と
は
、
南
西
諸
島
に
広

く
分
布
し
て
い
る
「
聖
地
」
の

総
称
で
、
斎
場
御
嶽
は
琉
球
開

闢
伝
説
に
も
あ
ら
わ
れ
る
、
琉

球
王
国
最
高
の
聖
地
で
す
。
ま

た
、
琉
球
国
王
や
聞
得
大
君
の

聖
地
巡
拝
の
行
事
を
今
に
伝
え

る
「
東
御
廻
り
」
の
参
拝
地
と

し
て
、
現
在
も
多
く
の
人
々
か

ら
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
御
嶽
の
中
に
は
六
つ
の
イ
ビ
（
神

域
）
が
あ
り
ま
す
。
琉
球
国
王
は
こ
の

六
カ
所
を
参
拝
し
な
が
ら
、
国
家
繁

栄
・
安
寧
、
五
穀
豊
穣
、
航
海
安
全
な

ど
を
神
に
祈
願
し
ま
し
た
。

　
は
る
か
な
る
琉
球
王
国
時
代
、
国
家

的
な
祭
事
に
は
聖
な
る
白
砂
を
「
神
の

島
」
と
い
わ
れ
る
久
高
島
か
ら
特
別
に

運
び
入
れ
、
そ
れ
を
御
嶽
に
敷
き
つ
め

ま
し
た
。
そ
の
祭
事
の
中
で
も
、
最
も

大
き
な
行
事
が
、
聞
得
大
君
の
就
任
式

で
あ
る
「
御
新
下
り
」
で
し
た
。

　
聖
な
る
場
所
と
し
て
現
在
も
お
祈
り

な
ど
に
訪
れ
る
方
々
が
い
ま
す
。
中
に

入
る
と
神
聖
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

空
気
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
の
は

気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。
非
日
常
感
の

溢
れ
る
場
所
で
す
。

　
沖
縄
観
光
の
際
に
は
是
非
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（

仲
里
　
賢
）
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ご
当
地
「
観
光
大
使
」 

〜
沖
縄
県
・
南
城
市
〜

BEST SELLER
おススメの本

　稲盛和夫さんの数ある著書からこの本が目に留まり
ました。順風満帆な人生を歩んでいるイメージが強い
ですが、様々なご苦労をされた方です。著書で人生に
おいて大事なのは「考え方」×「熱意」×「能力」と
まとめていますが、自分が若い頃にこの著書を読んだ
ら、どんな化学反応を起こしただろうか？きっとそん
な事知っているで軽く流してしまったかもしれません。
　定年を迎える年齢に近づき、随分と働き方が様変わ
りしたなと感じます。当時バブル期の職場環境と言え
ば、営業現場はノルマノルマの体育会系で、製造現場は、
起きてる時間の殆どが職場とう働き方をされている方
をしている方が多かったと思います。自分もそんな境
遇でしたが、人として成長させてくれる機会を育んで
くれる場所は職場だと信じていたので、苦になりませ
んでした。
　著書を読みながら社会人生活を振り返り反省すると
同時に、まだまだやれるといった気分にもさせて貰っ
た内容でした。

（花ケ崎　巧）

考え方
（人生・仕事の結果が変わる）

 著者／稲盛和夫 （大和書房）

せ
ー
ふ
ぁ
う
た
き
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た
き

せ
ー
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た
き

り
ゅ
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か
い

び
ゃ
く

き
こ
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お
き
み

き
こ
え
お
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き
み

あ
が
り
ま
ー
い
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ら
う
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